
※出典：外務省、世界銀行

を
誇
る
の
は
、
一
人
当
た
り
G
D
P
が

唯
一
１
万
ド
ル
前
後
で
推
移
す
る
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
だ
。
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
や

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

一
方
、
資
源
を
持
た
な
い
キ
ル
ギ
ス
や

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
10
分
の
１
程

度
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
は
、
厳

し
い
自
然
環
境
な
ど
か
ら
産
業
の
発
展

も
遅
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ

の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
多
い
と
い
う
。

　「
８
カ
国
の
経
済
状
況
は
一
様
で
は
な

く
、
文
化
や
言
語
も
多
様
性
に
富
ん
で

い
ま
す
が
、
地
域
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

組
織
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
議
論

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
国
々

が
独
自
に
共
同
体
を
つ
く
る
段
階
に
は

ま
だ
な
く
、
歴
史
的
に
影
響
力
を
持
つ

ロ
シ
ア
が
そ
う
し
た
構
想
を
け
ん
引
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
貿
易
で
関
係

の
深
い
中
国
も
介
入
し
て
お
り
、
中
央

ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
は
、
大
国
の

利
益
が
交
差
す
る
中
で
、
独
自
の
立
ち

位
置
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
模
索
し
て

い
る
の
で
す
」
と
湯
浅
教
授
は
説
明
す

る
。
加
え
て
、
近
年
は
イ
ン
ド
や
ト
ル

コ
な
ど
の
周
辺
国
も
、
同
地
域
に
お
け

る
存
在
感
を
強
め
て
い
る
と
い
う
。

　
２
０
１
５
年
10
月
の
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国

地
域
連
携
の

〝
触
媒
〞
と
し
て
の
日
本

　
約
70
年
間
続
い
た
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

は
、
冷
戦
終
結
と
国
内
改
革
と
い
う
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
１
９
９
１
年
末
に

崩
壊
し
た
。
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
15

の
共
和
国
は
国
家
と
し
て
独
立
。
現
在

の
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
）
と
、

コ
ー
カ
サ
ス
３
カ
国
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

は
こ
の
と
き
に
誕
生
し
た
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
激
動
の
時
代
を
見
守
っ
た
人
が

多
い
一
方
で
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
は

教
科
書
で
学
ぶ
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
で
も

大
国
の
間
で

揺
れ
動
く
８
カ
国

あ
る
。

　「
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
独
立
か
ら
25
年

あ
ま
り
の
〝
国
際
社
会
の
新
参
者
〞
で

は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
見
れ
ば
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
栄
え
た

こ
ろ
か
ら
東
洋
と
西
洋
の
間
の
交
易
や

文
化
の
伝
達
を
担
っ
て
き
た
重
要
な
地

域
で
あ
り
、
独
自
の
長
い
歴
史
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
」。
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
国

家
関
係
の
研
究
を
専
門
と
す
る
広
島
市

立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
の
湯
浅
剛
教

授
は
そ
う
説
明
す
る
。

　
こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
、
希
少
金
属
な
ど
が
豊
富
な
こ
と
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
以
降
は
産
油
国

と
そ
う
で
な
い
国
と
の
経
済
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
地
域
最
大
の
経
済
規
模

編
集
協
力  

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所

　湯
浅
剛
教
授

特集 中央アジア・コーカサス
シルクロードの今を追う

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
今
を
追
う

特
集 

中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス

訪
問
以
来
、
日
本
で
も
同
地
域
へ
の
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
資
源
を
持
つ

同
地
域
と
、
産
業
育
成
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
が
、
互
恵

関
係
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
合
っ
た
。
日
本
は
８
カ
国
の
独
立
当

初
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
協
力

を
通
じ
て
、
同
地
域
の
国
づ
く
り
を
支

援
し
て
き
た
。
日
本
と
同
地
域
の
良
好

な
関
係
は
、
そ
の
上
に
あ
る
。

　
湯
浅
教
授
は
日
本
の
立
ち
位
置
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
こ
う
指
摘
す
る
。「
ロ
シ

ア
や
中
国
の
よ
う
に
歴
史
的
・
地
政
学

的
に
、
直
接
的
な
利
害
関
係
を
持
つ
国

が
、
国
益
を
全
面
に
押
し
出
し
た
政
策

を
取
っ
た
り
、
国
際
社
会
が
経
済
支
援

の
条
件
と
し
て
厳
し
い
民
主
化
要
求
を

課
し
た
り
す
る
一
方
、
日
本
は
そ
の
よ

う
な
国
々
と
肩
を
並
べ
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
同
地
域
自
身
の
歩
み
を
後

押
し
す
る
存
在
と
し
て
寄
り
添
っ
て
き

た
の
で
す
」

 

　
特
に
、
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
と
の
協

力
の
枠
組
み
で
あ
る
「
中
央
ア
ジ
ア
＋

日
本
」
対
話
は
、
日
本
独
自
の
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
。
２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た
こ
の

対
話
の
目
的
は
、
農
業
や
防
災
、
隣
国

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
情
勢
不
安
を
見
据

え
た
麻
薬
対
策
と
国
境
管
理
な
ど
、
地

域
が
抱
え
る
共
通
課
題
の
解
決
に
あ
る
。

日
本
が
そ
れ
ら
を
支
援
す
る
意
義
に
つ

い
て
湯
浅
教
授
は
、「
資
源
確
保
の
点
は

も
と
よ
り
、
民
主
主
義
や
市
場
経
済
、

人
権
の
尊
重
な
ど
、
日
本
が
重
ん
じ
る

基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

同
地
域
の
安
定
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
が
、

国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
が
協
調
で
き

る
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
の

人
口
は
８
カ
国
合
わ
せ
て
も
１
億
人
に

満
た
ず
、
市
場
規
模
は
ま
だ
小
さ
い
。

し
か
し
、「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
ビ
ジ

ネ
ス
対
話
の
枠
組
み
な
ど
、
日
本
企
業

の
進
出
に
向
け
た
動
き
は
始
ま
っ
て
い

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
は
、
日
本

の
抑
留
者
た
ち
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で

強
制
労
働
に
従
事
し
な
が
ら
現
地
社
会

に
貢
献
し
、
地
元
の
人
々
と
親
交
を
深

め
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
背
景
も
あ
り
、

同
地
域
に
は
親
日
国
が
多
く
、
長
期
的

な
視
点
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
期
待
さ

れ
る
。
今
年
６
月
か
ら
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
で
ア
ス
タ
ナ
国
際
博
覧
会
（
通
称
・

ア
ス
タ
ナ
万
博
）
も
開
催
さ
れ
る
。
万
博

の
テ
ー
マ
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の

提
案
と
し
て
、
日
本
は
産
官
学
を
挙
げ

て
技
術
力
を
発
信
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
最
近
で
は
、
19
世
紀
後
半
の
中
央
ア

ジ
ア
を
舞
台
に
し
た
『
乙
嫁
語
り
』
と

い
う
漫
画
も
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
同
地
域
を
知
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

８
カ
国
と
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は

そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
。

独
立
と
い
う
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
、
国

づ
く
り
の
歩
み
を
進
め
て
き
た
各
国
に
、

日
本
は
今
後
も
寄
り
添
い
続
け
て
い
く
。

昨
年
、
独
立
か
ら
25
周
年
を
迎
え
た
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
。

日
本
は
各
国
の
独
立
当
初
か
ら
一
貫
し
て
国
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
。

日
本
に
と
っ
て
の
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
、
そ
し
て
、
同
地
域
に
と
っ
て
の
日
本
と
は
―
―
。

今
後
の
関
係
深
化
を
見
据
え
、
日
本
と
の
絆
を
探
る
。

写真：竹田武史

お
と 

よ
め 

が
た

キーワードは

かん  けつ   ば

が   が  まる

キルギス

首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：595万7,000人（2015年）
言語：キルギス語
通貨：ソム
GNI／人：1,170米ドル（2015年）
主要産業：農業・畜産業、鉱業（金採掘）

Kyrgyz

キルギス人と日本人は顔が似ている。「大昔、
キルギス人と日本人は兄弟で、肉が好きな者
はキルギス人となり、魚が好きな者は東に渡っ
て日本人となった」という言い伝えがあるほど

カザフスタン

首都：アスタナ
面積：272万4,900 ㎢
人口：1,754万人（2015年）
言語：カザフ語
通貨：テンゲ
GNI／人：1万1,390米ドル（2015年）
主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工

Kazakhstan

1997年にアルマティから遷
都された首都アスタナは、日本
の建築家・黒川紀章が設計し
た“未来都市”

ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢
人口：3,130万人（2015年）
言語：ウズベク語
通貨：スム
GNI／人：2,160米ドル（2015年）
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、
　　　　  石油、天然ガス

Uzbekistan

第二次世界大戦後、多くの日本人抑
留者がタシケントの国立ナボイ劇場
の建設に従事。1966年の大地震で
唯一壊れなかった奇跡の劇場とし
て、現在も市民から愛されている

トルクメニスタン

首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢
人口：537万4,000人（2015年）
言語：トルクメン語
通貨：マナト
GNI／人：7,380米ドル（2015年）
主要産業：鉱業（天然ガス・石油など）、農業（綿花）、
　　　　  牧畜

Turkmenistan

「黄金の馬」と呼ばれるアハルテケは
トルクメニスタン原産。現存する最古
の馬種の一つであり、中国の歴史上
で名馬として知られる「汗血馬」の子
孫ともいわれている

アゼルバイジャン

首都：バクー
面積：8万6,600㎢
人口：965万1,000人（2015年）
言語：アゼルバイジャン語
通貨：マナト
GNI／人：6,560米ドル（2015年）
主要産業：石油・天然ガス、石油製品、鉄鉱

Azerbaijan

「火の国」という国名の語源通り、石
油や天然ガスを豊富に埋蔵してい
る。首都のバクーは「風の街」という
意味であり、強風の吹く日が多い

アルメニア

首都：エレバン
面積：2万9,800㎢
人口：301万8,000人（2015年）
言語：アルメニア語
通貨：ドラム
GNI／人：3,880米ドル（2015年）
主要産業：農業、宝石加工（ダイヤモンド）、IT産業

Armenia

日本と同じく地震多発国。日本は過
去に３度の国際緊急援助隊を派遣
している。かつて日本が供与した消
防車は今も現役だ

ジョージア

首都：トビリシ
面積：6万9,700 ㎢
人口：367万9,000人（2015年）
言語：ジョージア語
通貨：ラリ
GNI／人：4,160米ドル（2015年）
主要産業：農業、食品加工業、鉱業

Georgia

格闘技の世界で日本と深いつながり
を持つ。角界ではジョージア人力士
の栃ノ心や臥牙丸が活躍している
他、柔道や空手道も盛んだ

豆  知  識

バルハシ湖

アラル海

イラン

カスピ
海 中国

ロシア

き  しょう

タジキスタン

首都：ドゥシャンベ
面積：14万3,100㎢
人口：848万2,000人（2015年）
言語：タジク語
通貨：ソモニ
GNI／人：1,280米ドル（2015年）
主要産業：農業（綿花）、アルミニウム生産、水力発電

Tajikistan

国土の約9割が山岳地帯で、6,000～7,000m級
の山が連なるパミール高原は「世界の屋根」と呼ば
れる。首都ドゥシャンベはタジク語で「月曜日」という
意味で、月曜日に市場を開いていたことに由来する

写真：竹田武史

中央アジア・コーカサス
ってどんな所？

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

写真：久野真一

カザフスタン

キルギス

タジキスタン

アルメニア

ジョージア

ウズベキスタン

トルクメニスタン

アゼルバイジャン

JICAは2006年にタジキスタン
支所を開設し、水、保健、農業な
どの分野を中心に支援を続けて
きた。近年、経済成長に欠かせ
ない道路やエネルギーなどのイン
フラ整備への支援需要も高まっ
てきていることから、今年１月に支
所から在外事務所に格上げし、
協力体制の充実を図っている。

PICK UP!

多  様  性
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を
誇
る
の
は
、
一
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当
た
り
G
D
P
が

唯
一
１
万
ド
ル
前
後
で
推
移
す
る
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
だ
。
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
や

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

一
方
、
資
源
を
持
た
な
い
キ
ル
ギ
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た
り
Ｇ
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Ｐ
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タ
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の
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の
１
程
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、
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然
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境
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か
ら
産
業
の
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展

も
遅
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ

の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
多
い
と
い
う
。

　「
８
カ
国
の
経
済
状
況
は
一
様
で
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な

く
、
文
化
や
言
語
も
多
様
性
に
富
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で
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ま
と
ま
っ
た

組
織
を
形
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し
て
い
こ
う
と
い
う
議
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あ
り
ま
す
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、
こ
れ
ら
の
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独
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共
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体
を
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く
る
段
階
に
は

ま
だ
な
く
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史
的
に
影
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を
持
つ
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。
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介
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コ
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サ
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大
国
の
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が
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す
る
中
で
、
独
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の
立
ち

位
置
を
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し
て
い
こ
う
と
模
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し
て

い
る
の
で
す
」
と
湯
浅
教
授
は
説
明
す

る
。
加
え
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、
近
年
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ン
ド
や
ト
ル

コ
な
ど
の
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辺
国
も
、
同
地
域
に
お
け

る
存
在
感
を
強
め
て
い
る
と
い
う
。
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０
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５
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10
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し
て
の
日
本

　
約
70
年
間
続
い
た
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

は
、
冷
戦
終
結
と
国
内
改
革
と
い
う
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
１
９
９
１
年
末
に

崩
壊
し
た
。
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
15

の
共
和
国
は
国
家
と
し
て
独
立
。
現
在

の
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
）
と
、

コ
ー
カ
サ
ス
３
カ
国
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

は
こ
の
と
き
に
誕
生
し
た
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
激
動
の
時
代
を
見
守
っ
た
人
が

多
い
一
方
で
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
は

教
科
書
で
学
ぶ
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
で
も

大
国
の
間
で

揺
れ
動
く
８
カ
国

あ
る
。

　「
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
独
立
か
ら
25
年

あ
ま
り
の
〝
国
際
社
会
の
新
参
者
〞
で

は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
見
れ
ば
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
栄
え
た

こ
ろ
か
ら
東
洋
と
西
洋
の
間
の
交
易
や

文
化
の
伝
達
を
担
っ
て
き
た
重
要
な
地

域
で
あ
り
、
独
自
の
長
い
歴
史
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
」。
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
国

家
関
係
の
研
究
を
専
門
と
す
る
広
島
市

立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
の
湯
浅
剛
教

授
は
そ
う
説
明
す
る
。

　
こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
、
希
少
金
属
な
ど
が
豊
富
な
こ
と
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
以
降
は
産
油
国

と
そ
う
で
な
い
国
と
の
経
済
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
地
域
最
大
の
経
済
規
模

編
集
協
力  

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所

　湯
浅
剛
教
授

特集 中央アジア・コーカサス
シルクロードの今を追う

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
今
を
追
う

特
集 

中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス

訪
問
以
来
、
日
本
で
も
同
地
域
へ
の
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
資
源
を
持
つ

同
地
域
と
、
産
業
育
成
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
が
、
互
恵

関
係
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
合
っ
た
。
日
本
は
８
カ
国
の
独
立
当

初
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
協
力

を
通
じ
て
、
同
地
域
の
国
づ
く
り
を
支

援
し
て
き
た
。
日
本
と
同
地
域
の
良
好

な
関
係
は
、
そ
の
上
に
あ
る
。

　
湯
浅
教
授
は
日
本
の
立
ち
位
置
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
こ
う
指
摘
す
る
。「
ロ
シ

ア
や
中
国
の
よ
う
に
歴
史
的
・
地
政
学

的
に
、
直
接
的
な
利
害
関
係
を
持
つ
国

が
、
国
益
を
全
面
に
押
し
出
し
た
政
策

を
取
っ
た
り
、
国
際
社
会
が
経
済
支
援

の
条
件
と
し
て
厳
し
い
民
主
化
要
求
を

課
し
た
り
す
る
一
方
、
日
本
は
そ
の
よ

う
な
国
々
と
肩
を
並
べ
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
同
地
域
自
身
の
歩
み
を
後

押
し
す
る
存
在
と
し
て
寄
り
添
っ
て
き

た
の
で
す
」

 

　
特
に
、
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
と
の
協

力
の
枠
組
み
で
あ
る
「
中
央
ア
ジ
ア
＋

日
本
」
対
話
は
、
日
本
独
自
の
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
。
２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た
こ
の

対
話
の
目
的
は
、
農
業
や
防
災
、
隣
国

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
情
勢
不
安
を
見
据

え
た
麻
薬
対
策
と
国
境
管
理
な
ど
、
地

域
が
抱
え
る
共
通
課
題
の
解
決
に
あ
る
。

日
本
が
そ
れ
ら
を
支
援
す
る
意
義
に
つ

い
て
湯
浅
教
授
は
、「
資
源
確
保
の
点
は

も
と
よ
り
、
民
主
主
義
や
市
場
経
済
、

人
権
の
尊
重
な
ど
、
日
本
が
重
ん
じ
る

基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

同
地
域
の
安
定
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
が
、

国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
が
協
調
で
き

る
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
の

人
口
は
８
カ
国
合
わ
せ
て
も
１
億
人
に

満
た
ず
、
市
場
規
模
は
ま
だ
小
さ
い
。

し
か
し
、「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
ビ
ジ

ネ
ス
対
話
の
枠
組
み
な
ど
、
日
本
企
業

の
進
出
に
向
け
た
動
き
は
始
ま
っ
て
い

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
は
、
日
本

の
抑
留
者
た
ち
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で

強
制
労
働
に
従
事
し
な
が
ら
現
地
社
会

に
貢
献
し
、
地
元
の
人
々
と
親
交
を
深

め
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
背
景
も
あ
り
、

同
地
域
に
は
親
日
国
が
多
く
、
長
期
的

な
視
点
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
期
待
さ

れ
る
。
今
年
６
月
か
ら
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
で
ア
ス
タ
ナ
国
際
博
覧
会
（
通
称
・

ア
ス
タ
ナ
万
博
）
も
開
催
さ
れ
る
。
万
博

の
テ
ー
マ
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の

提
案
と
し
て
、
日
本
は
産
官
学
を
挙
げ

て
技
術
力
を
発
信
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
最
近
で
は
、
19
世
紀
後
半
の
中
央
ア

ジ
ア
を
舞
台
に
し
た
『
乙
嫁
語
り
』
と

い
う
漫
画
も
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
同
地
域
を
知
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

８
カ
国
と
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は

そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
。

独
立
と
い
う
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
、
国

づ
く
り
の
歩
み
を
進
め
て
き
た
各
国
に
、

日
本
は
今
後
も
寄
り
添
い
続
け
て
い
く
。

昨
年
、
独
立
か
ら
25
周
年
を
迎
え
た
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
。

日
本
は
各
国
の
独
立
当
初
か
ら
一
貫
し
て
国
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
。

日
本
に
と
っ
て
の
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
、
そ
し
て
、
同
地
域
に
と
っ
て
の
日
本
と
は
―
―
。

今
後
の
関
係
深
化
を
見
据
え
、
日
本
と
の
絆
を
探
る
。

写真：竹田武史

お
と 

よ
め 

が
た

キーワードは

かん  けつ   ば

が   が  まる

キルギス

首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：595万7,000人（2015年）
言語：キルギス語
通貨：ソム
GNI／人：1,170米ドル（2015年）
主要産業：農業・畜産業、鉱業（金採掘）

Kyrgyz

キルギス人と日本人は顔が似ている。「大昔、
キルギス人と日本人は兄弟で、肉が好きな者
はキルギス人となり、魚が好きな者は東に渡っ
て日本人となった」という言い伝えがあるほど

カザフスタン

首都：アスタナ
面積：272万4,900 ㎢
人口：1,754万人（2015年）
言語：カザフ語
通貨：テンゲ
GNI／人：1万1,390米ドル（2015年）
主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工

Kazakhstan

1997年にアルマティから遷
都された首都アスタナは、日本
の建築家・黒川紀章が設計し
た“未来都市”

ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢
人口：3,130万人（2015年）
言語：ウズベク語
通貨：スム
GNI／人：2,160米ドル（2015年）
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、
　　　　  石油、天然ガス

Uzbekistan

第二次世界大戦後、多くの日本人抑
留者がタシケントの国立ナボイ劇場
の建設に従事。1966年の大地震で
唯一壊れなかった奇跡の劇場とし
て、現在も市民から愛されている

トルクメニスタン

首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢
人口：537万4,000人（2015年）
言語：トルクメン語
通貨：マナト
GNI／人：7,380米ドル（2015年）
主要産業：鉱業（天然ガス・石油など）、農業（綿花）、
　　　　  牧畜

Turkmenistan

「黄金の馬」と呼ばれるアハルテケは
トルクメニスタン原産。現存する最古
の馬種の一つであり、中国の歴史上
で名馬として知られる「汗血馬」の子
孫ともいわれている

アゼルバイジャン

首都：バクー
面積：8万6,600㎢
人口：965万1,000人（2015年）
言語：アゼルバイジャン語
通貨：マナト
GNI／人：6,560米ドル（2015年）
主要産業：石油・天然ガス、石油製品、鉄鉱

Azerbaijan

「火の国」という国名の語源通り、石
油や天然ガスを豊富に埋蔵してい
る。首都のバクーは「風の街」という
意味であり、強風の吹く日が多い

アルメニア

首都：エレバン
面積：2万9,800㎢
人口：301万8,000人（2015年）
言語：アルメニア語
通貨：ドラム
GNI／人：3,880米ドル（2015年）
主要産業：農業、宝石加工（ダイヤモンド）、IT産業

Armenia

日本と同じく地震多発国。日本は過
去に３度の国際緊急援助隊を派遣
している。かつて日本が供与した消
防車は今も現役だ

ジョージア

首都：トビリシ
面積：6万9,700 ㎢
人口：367万9,000人（2015年）
言語：ジョージア語
通貨：ラリ
GNI／人：4,160米ドル（2015年）
主要産業：農業、食品加工業、鉱業

Georgia

格闘技の世界で日本と深いつながり
を持つ。角界ではジョージア人力士
の栃ノ心や臥牙丸が活躍している
他、柔道や空手道も盛んだ

豆  知  識

バルハシ湖

アラル海

イラン

カスピ
海 中国

ロシア

き  しょう

タジキスタン

首都：ドゥシャンベ
面積：14万3,100㎢
人口：848万2,000人（2015年）
言語：タジク語
通貨：ソモニ
GNI／人：1,280米ドル（2015年）
主要産業：農業（綿花）、アルミニウム生産、水力発電

Tajikistan

国土の約9割が山岳地帯で、6,000～7,000m級
の山が連なるパミール高原は「世界の屋根」と呼ば
れる。首都ドゥシャンベはタジク語で「月曜日」という
意味で、月曜日に市場を開いていたことに由来する

写真：竹田武史

中央アジア・コーカサス
ってどんな所？

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

豆  知  識

写真：久野真一

カザフスタン

キルギス

タジキスタン

アルメニア

ジョージア

ウズベキスタン

トルクメニスタン

アゼルバイジャン

JICAは2006年にタジキスタン
支所を開設し、水、保健、農業な
どの分野を中心に支援を続けて
きた。近年、経済成長に欠かせ
ない道路やエネルギーなどのイン
フラ整備への支援需要も高まっ
てきていることから、今年１月に支
所から在外事務所に格上げし、
協力体制の充実を図っている。

PICK UP!

多  様  性
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